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海女漁業の再興を支援する複合魚種の高度生産システムと 

革新的販売方法の開発と導入 

松田浩一・阿部文彦 

 

目 的 

水産資源の減少や後継者の減少などによって厳しい

状況にある海女漁業を支援するため，三重大学等との共

同研究によってアワビやナマコ，海藻等の磯根資源の新

しい効果的な生産・販売方式を開発し生産現場に導入す

ることを目的とする。  

水産研究所では「大型アワビ種苗の放流による地撒き

式生産システムの導入」と「アワビの蓄養環境の好適化

による蓄養中のへい死軽減対策の確立」の 2 課題を昨年

度に引き続いて実施した。 

 なお、本事業は農林水産技術会議の「農林水産業・食

品産業科学技術研究推進事業」によって実施した。 

 

方 法 

1. 大型アワビ種苗の放流による地撒き式生産システム

の導入 

(1)海女による大型アワビ種苗の育成技術の普及（カゴ式） 

 H26 年度に鳥羽市で行ったカゴを用いた大型アワビ種

苗育成技術の有効性の再検証および技術普及を目的に，

志摩市の海女との連携により大型アワビ種苗育成試験

（殻長約 5cm を 1000 個以上が目標）を実施した。 

志摩市 X 地区地先（水深 8m）に張ったビン玉ロープ

から水深約 2～3m に垂下したカゴ 15 個に平均殻長 3.8c

m のメガイアワビ種苗（1492 個体）を 100 個/カゴで収

容し，週 1 回アラメまたはカジメを飽食量給餌しながら，

H27 年 6 月から 12 月まで育成した。 

(2)海女による大型アワビ種苗の育成数増大試験（小割式） 

 大型アワビ種苗（殻長約 5cm）の育成数の増加（目標

3000 個）を目的に，韓国のアワビ養殖で行われている小

割生簀方式を参考とした大型アワビ種苗の育成技術開発

を行った。 

 鳥羽市 Y 地区漁港内のイカダに設置した小割生簀（2

×2×2m）に，韓国のアワビ養殖で用いられているシェル

ターをセットし，平均殻長 3.8cm のメガイアワビ種苗を

4500 個収容し，週 1 回アラメまたはカジメを給餌しなが

ら，H27 年 6 月から 12 月まで育成した。 

(3)大型アワビ種苗の放流効果調査 

 H21 年に鳥羽市国崎地先で同時に同場所で試験放流さ

れた大型アワビ種苗（平均殻長 46mm，1350 個体）と通

常サイズのアワビ種苗（平均殻長 32mm，1350 個体）の

漁獲状況の調査を実施した。 

2. アワビの蓄養環境の好適化による蓄養中のへい死軽

減対策の確立 

漁獲されたアワビは，時として蓄養中に多くのへい死

が発生し，流通上のリスクとなっている。このへい死の

防止には蓄養水温を低下させることが有効であるとされ

ているが，へい死が多い時期や適切な水温条件について

は十分に明らかになってない。ここでは，蓄養中のアワ

ビのへい死が多く発生する時期や，へい死防止に関する

水温低下の効果について，昨年度に引き続いて調査した。

また，アワビの品質の季節変化の調査を実施した。 

蓄養中のアワビのへい死発生時期の調査と，へい死発

生と水温の関係の調査は，H27 年 8 月 3 日から 9 月 13

日までの間に 5 回，鳥羽市 A 地区で水揚げされたメガイ

アワビを用いて実施した。漁獲されたアワビは，保冷剤

を入れた発泡スチロール容器に収容して水産研究所へ搬

入し，自然海水（25.3～27.0℃）と 2 段階の冷却海水（2

0℃と 22℃）で 2 週間蓄養し，その間のへい死状況を調

査した。 

 

また，水産研究所で育成しているメガイアワビを用い

て，H27 年 7 月 10 日から高水温による蓄養の影響を調査

する実験を行った。自然水温で育成していたメガイアワ

ビ 36 個体を 3 群に分け，1 つの群は自然水温，1 つの群

は 26℃，残りの 1 群は 28℃で 8 月 2 日まで無給餌で蓄養

し，この間のへい死状況を調査した。なお，蓄養水温 26

℃と 28℃への昇温は，0.5℃/日で行ったため，26℃へ昇

表１. 水温を違えて行った蓄養実験の結果

漁獲日 設定 平均水温（℃） へい死率（％）

8月3日 自然水温 25.9 0
22℃ 22.4 0
20℃ － －

8月19日 自然水温 27.0 25
22℃ 22.2 25
20℃ 20.0 0

9月3日 自然水温 26.1 25
22℃ 21.8 0
20℃ 19.8 0

9月4日 自然水温 26.0 75
22℃ 21.8 0
20℃ 19.7 0

9月13日 自然水温 25.3 50
22℃ 21.7 0
20℃ 19.6 0




